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事業者名 九州おぎはら産業株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

食の安心・安全、地球環境の改善に向け製造業者である自社と消費者、生産者との間に信頼関係・理解を構築する
とともに、企業内部においても、従業員ひとりひとりに応じた働きやすい環境の整備を図り、生産者、消費者、社
員、家族共に繫栄する事業展開を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する
場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時（3
年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指
標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

土曜休日を増やし、子育て世代の家族時間を増やす。 ２０２３年２日→2026年３日社会

経済

環境
生産者が問題を抱えている食肉の販売しにくい部位、ロスの商
品化を進める。

２０２３年8件→2026年13件社会

経済

環境

社屋内照明の完全LED化により消費電力を減らす。 ２０２３年10％→２０２６年100％社会

経済

食の安心・安全、地球環境の改善、生活弱者の方の職場環境の改善の為に、行政、取引先、消費者、従業員の協力・
理解・信頼関係を得て進める。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

100％削減

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

生産者が問題としている販売しにくい部位を商品化することに
よる廃棄食材(フードロス）の削減

２０２３年までに50％削減

２０２３年までに6社の８品目の商品化を実現したことで、取引先
の廃棄食材を100％削減し目標を達成した。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

２０２３年までに廃止を目指す

前期の指標に対する実績

紙トレーの採用や包装機の導入により、製品包装の発泡ポリスチ
レントレーの廃止

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

包装資材メーカーによる紙トレーの開発が思うように進んでい
ないため、目標を達成できなかった。

三側面
（分野に☑）

２０２３年より、子育て世代、高齢者を採用し目標を達成した。 子育て世代４名、６０歳以上２名採用

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

廃止できず。

働きやすい時間、適材適所を設けることによる年齢を問わない
中途採用や子育て世代の採用を実施

２０２３年より実施

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


